
﹁
環
境
回
復
型
﹂漁
業
な
ど

推
進

全
漁
連
が
会
見

新
・
中
計
で
４
つ
の
柱

サ
バ
漁
場
環
境
さ
ら
に
悪
化

操
業
の
自
由
度
保
つ
管
理
を

北　ま　き地
域
団
体

系
統
購
買
事
業
な
ど
推
進

茨
城
県
水
産
加
工
連

加
工
業
振
興
・
組
織
強
化
に
努
力

茨
城
県

細
田
会
長
を
再
任

千
葉
県
水
産
加
工
連

水
揚
げ
減
も
原
料
販
売
善
戦

千
葉
県

　

団
　

体
　

総
　

会

県
域
系
統
組
織
再
編
へ

流
通
・
販
売
強
化
し
構
造
改
革

ＪＦ和歌山
漁 連和

歌
山
県

組
織
強
化
・
経
営
改
善
な

ど

推
進

総
取
扱
高

億
円
目
指
す

ＪＦ香川
漁 連香

川
県

新
組
合
長
に
山
下
理
事

Ｊ
Ｆ
東
町
漁
協

養
ブ
リ
価
格
下
落
で
も
黒
字
決
算

鹿
児
島
県

宅
配
店
舗
と
も
前
年
増

業
績
・
方
針

事
業
改
革
な
お
推
進

日本生協連丸
水
札
幌
減
収
増
益


年
３
月
期
決
算

道
産
魚
強
化
で
数
量
確
保
へ

黒潮続流、平年位置に
６月下旬～７月上旬

東北海況予報

ミナミマグロがうまい
日かつ漁協　月末に第１弾

人
事
異
動

多
言
語
動
画
で
世
界
に
発
信

展
示
即
売
会
や

品
評
会
を
開
催

茨
城
県
水
産
物

開
発
普
及
協
会

能
登
支
援
状
況
も
報
告

２（第３種郵便物認可） ２０２４（令和６）年６月２４日（月曜日）

重 会 長

 木 会 長

細 田 会 長

木 下 会 長嶋 野 会 長山下新組合長

竹 田 社 長

　
Ｊ
Ｆ
全
漁
連
の
坂
本
雅
信
会
長
ら
常
勤
役
員
は

日
午
後

総
会
後
に
記
者
会

見
し

新
た
な
中
期
経
営
計
画
の
概
要
な
ど
を
説
明
し
た

坂
本
会
長
は

資
源

も
海
洋
変
化
も
同
時
に
回
復
さ
せ
る
﹁
環
境
回
復
型
の
漁
業
・
養
殖
業
﹂
の
推
進

の
必
要
性
や

国
内
外
に
よ
り
日
本
の
魚
の
価
値
を
伝
え
て
い
く
こ
と
に
も
注
力

し
て
い
く
考
え
を
示
し
た

ま
た

農
林
中
央
金
庫
の
有
価
証
券
評
価
損
に
伴
う

来
年
度
赤
字
に
つ
い
て
は

﹁
し

か
り
注
視
し

必
要
に
応
じ
て
農
林
中
金
と

連
携
を
取
り
会
員
に
対
応
し
た
い
﹂
と
述
べ
た


会
見
す
る
坂
本
会
長
ら
常
勤

役
員

㊧
か
ら
石
川
和
彦
常

務
内
田
専
務
坂
本
会
長


三
浦
常
務

木
村
直
人
常
務

　
水
産
研
究
・
教
育
機
構
は


日

水
産
資
源
研
究
所
が

取
り
ま
と
め
た
東
北
海
区
の

海
況
予
報
︵
６
月
下
旬

７

月
上
旬
︶
を
公
表
し
た


　
６
月
上
旬
の
時
点
で
も
著

し
く
北
偏
す
る
黒
潮
続
流
だ

が

そ
の
北
端
が
ち
ぎ
れ


よ
う
や
く
平
年
並
み
で
推
移

す
る

た
だ
し

黒
潮
続
流

か
ら
分
離
さ
れ
た
暖
水
塊
は

三
陸
沖
で
停
滞
し

金
華
山

の
は
る
か
沖
に
あ

た
暖
水

塊
も
西
へ
と
移
動
す
る


　
一
方
で
北
か
ら
の
冷
た
い

親
潮
第
１
分
枝
は

黒
潮
続

流
を
避
け
る
よ
う
に
南
下

し

張
り
出
し
は
平
年
並
み

か
ら
や
や
南
偏
で
推
移
す

る


　
︻
高
松
︼
Ｊ
Ｆ
香
川
漁
連

︵
嶋
野
勝
路
会
長
︶は

日


高
松
市
の
漁
連
会
館
で
通
常

総
会
を
開
催
し

２
０
２
３

年
度
事
業
報
告
お
よ
び

年

度
事
業
計
画
な
ど
を
原
案
通
り
承
認
し
た


　

年
度
の
事
業
計
画
は


①
組
織
基
盤
強
化
お
よ
び
経

営
改
善
推
進
②
漁
船
漁
業
お

よ
び
養
殖
漁
業
の
経
営
安
定

を
図
る
た
め

漁
業
経
営
セ


フ
テ


ネ

ト
構
築
事

業
お
よ
び
水
産
業
競
争
力
強

化
緊
急
事
業
な
ど
の
補
助
事

業
を
推
進
③
香
川
県
水
産
振

興
協
会
が
実
施
す
る
大
型
種

苗
の
放
流
事
業
に
協
力
④
ハ

マ
チ
を
は
じ
め
と
す
る
県
内

水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
促
進

・
消
費
拡
大
を
推
進
⑤
魚
類

養
殖
用
種
苗
お
よ
び
餌
飼
料

を
良
質
か
つ
適
正
価
格
で
安

定
供
給
す
る
と
と
も
に

魚

価
の
安
定
と
拡
販
を
推
進
⑥

ノ
リ
養
殖
場
に
適
合
し
た
優

良
品
種
に
よ
る
種
網
の
安
定

供
給
と
ノ
リ
共
販
事
業
の
合

理
化
を
図
る

な
ど
の
重
点

事
項
に
取
り
組
み

総
取

扱
高
４
１
９
億
円
を
目
指

す


　
北
部
太
平
洋
ま
き
網
漁
業

協
同
組
合
連
合
会︵
北
ま
き


重
義
行
会
長
︶
は

日

都

内
で
通
常
総
会
を
開
い
た


海
洋
環
境
の
変
化
に
よ
る
不

安
定
な
漁
期
と
漁
場
形
成
に

加
え

コ
ス
ト
上
昇
で
厳
し

い
環
境
だ
が

重
会
長
は

﹁
過
去
の
経
験
と
新
た
な
知

見
を
ベ

ス
に

こ
の
厳
し

い
状
況
を
切
り
抜
け
て
い
き

た
い
﹂
と
呼
び
掛
け
た


　
承
認
さ
れ
た
２
０
２
３
年

度
事
業
報
告
に
よ
る
と

北

部
太
平
洋
海
区
の
ま
き
網
漁

業
生
産
量
は

年︵
１



月
︶が
数
量

・
８
万

︵
前

年
比

％
︶
に
落
ち
込
ん
だ

も
の
の

魚
価
に
助
け
ら
れ

水
揚
金
額
は
３
３
７
億
円

︵
１
３
０
％
︶を
確
保
し
た


　
た
だ
し
サ
バ
は

昨
年
以

上
に
漁
期
が
短
く
散
発
的
な

漁
場
形
成
で

漁
獲
量
は
２

・
９
万

︵

％
︶

マ
イ

ワ
シ
は
良
好
な
漁
場
形
成
だ


た
が

・
１
万
︵

％
︶

に
と
ど
ま
り

た
だ
し
カ
ツ

オ
は
１
・
４
万

︵
２
６
９

％
︶
へ
伸
長
し
た


　
資
源
量
や
漁
場
変
動
が
著

し
い
浮
魚
類
だ
が


管
理

年
度
か
ら
カ
タ
ク
チ
イ
ワ
シ

太
平
洋
系
群
と
ブ
リ
で
ス
テ


プ
ア

プ
方
式
に
よ
る
漁

獲
可
能
量
︵
Ｔ
Ａ
Ｃ
︶
管
理

が
始
ま
る

先
行
す
る
マ
イ

ワ
シ
な
ど
と

複
数
種
で
同

時
に
Ｔ
Ａ
Ｃ
管
理
を
す
る
こ

と
で

操
業
の
自
由
度
が
減

少
し
経
営
に
支
障
が
出
な
い

よ
う

国
に
は
漁
法
や
魚
種

の
特
性
を
踏
ま
え
意
見
を
行

う


　
今
年
は
中
西
部
太
平
洋
ま

ぐ
ろ
類
委
員
会
︵
Ｗ
Ｃ
Ｐ
Ｆ

Ｃ
︶
で

太
平
洋
ク
ロ
マ
グ

ロ
漁
獲
枠
の
増
加
が
議
論
さ

れ
る

国
内
関
係
者
間
で
は

実
現
を
見
据
え
管
理
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
り

公
平
か

つ
妥
当
な
結
果
と
な
る
よ
う

積
極
的
に
取
り
組
む


　
洋
上
風
力
発
電
の
設
置
箇

所
を
排
他
的
経
済
水
域
︵
Ｅ

Ｅ
Ｚ
︶
へ
と
拡
大
す
る
改
正

法
案
の
検
討
は

ま
き
網
の

操
業
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ

う
協
議
を
図
る


　
︻
長
島
町
︼
鹿
児
島
・
Ｊ

Ｆ
東
町
︵
あ
ず
ま
ち

う
︶

漁
協
は

日

第

回
通
常

総
会
を
開
催

改
選
期
に
当

た
り

６
期

年
組
合
長
を

務
め
た
長
元
信
男
氏
が
退

任

総
会
に
続
く
理
事
会
で

山
下
伸
吾
理
事
︵

︶
が
組

合
長
に
選
出
さ
れ
た

２
０

２
３
年
度
は
主
力
の
養
殖
ブ

リ
の
相
場
が
下
落
し
た
影
響

で
販
売
事
業

加
工
事
業
が

計
画
を
下
回
る
販
売
実
績
と

な

た
が

１
０
３
６
万
円

の
当
期
剰
余
金
を
計
上
し

た


　

年
度
の
事
業
損
失
は
２

１
０
万
円

経
常
利
益
は
前

年
度
比

・
２
％
減
の
１
０

７
１
万
円

当
期
剰
余
金
は


・
２
％
減
の
１
０
３
６
万

円

前
期
繰
越
剰
余
金
の
１

億
７
７
２
９
万
円
と
合
わ
せ

当
期
未
処
分
剰
余
金
は
１
億

８
７
６
５
万
円
と
な

た


当
期
経
済
事
業
取
扱
高
は


・
６
％
減
の
３
１
６
億
４
９

７
８
万
円
を
達
成
し
た


　
長
元
組
合
長
は
冒
頭

養

殖
の
餌
飼
料
価
格
高
騰
や
赤

潮
の
発
生
な
ど
の
厳
し
い
状

況
に
触
れ

今
年
度
に
つ
い

て
は
﹁
厳
し
い
見
通
し
が
続

く
が

存
在
感
の
あ
る
組
織

と
し
て
組
合
員
の
負
託
に
応

え
る
努
力
を
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
﹂と
あ
い
さ
つ


　
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
長

島
町
の
川
添
健
町
長
は


﹁
私
は
長
島
を
農
業
と
漁
業

の
一
次
産
業
で
鹿
児
島
県
内

で
所
得
額
１
位
を
目
指
し
て

い
る
﹂
と
話
し

長
元
前
組

合
長
の
就
任
以
来
の
活
躍
を

振
り
返
り
﹁
退
任
し
て
も
実

績

手
腕
は
決
し
て
消
え
る

も
の
で
は
な
い

こ
れ
か
ら

も
漁
協
へ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
ほ
し
い
﹂
と
肩
書
が
外
れ

て
も
サ
ポ

ト
を
求
め
﹁
組

合
は
感
謝
を
込
め
て
全
力
で

努
力
し
続
け
る
必
要
が
あ

る
﹂
と
さ
ら
な
る
発
展
へ
願

い
を
込
め
た


　

年
度
の
事
業
計
画
の
経

済
事
業
取
扱
高
は
前
年
度
実

績
比
９
・
７
％
増
の
３
４
７

億
２
３
０
０
万
円

こ
の
う

ち
販
売
事
業
は

・
１
％
増

の
１
１
５
億
５
１
０
０
万

円

加
工
事
業
の
う
ち
加
工

部
門
は

・
７
％
増
の

億

９
６
０
０
万
円
と
し
た


　
山
下
新
組
合
長
は
厳
し
い

決
算
の
中
で
の
船
出
と
な


た
が
﹁
給
餌
の
方
法
な
ど
を

見
直
す
こ
と
で

ま
だ
効
率

化
が
で
き
る
﹂
と
展
望
を
示

す


　
◆
大
洋
エ

ア
ン
ド
エ
フ

　
　
　
　
　
　
︵

日
︶

　
▽
取
締
役
︿
非
常
勤
﹀
　

岸
祥
司
▽
取
締
役
︿
非
常

勤
﹀
　
宅
間
一
郎
▽
監
査
役

　
佐
藤
賢
次
︵
顧
問
︶
▽
監

査
役
︿
非
常
勤
﹀
　
清
水
晴

日
︵
取
締
役
︶
▽
退
任
　
長

谷
川
泰
裕
︵
常
務
取
締
役
︶

▽
退
任
　
舟
木
謙
二
︵
取
締

役
︶
▽
退
任
　
永
島
眞
由
美

︵
監
査
役
︶
▽
退
任
　
伊
藤

英
敏
︵
取
締
役
︶
※
４
月
１

日
付
で
顧
問
就
任

　
◆
ベ
ニ
レ
イ
　
︵

日
︶

　
▽
取
締
役
常
務
執
行
役
員

︿
営
業
部
門
長

営
業
総
括

本
部
長
﹀
　
村
上
聡
︵
取
締

役
執
行
役
員
営
業
部
門
長


営
業
総
括
本
部
長
︶
▽
執
行

役
員
︿
冷
蔵
部
門
長
﹀
　
井

上
肇
︿
取
締
役
執
行
役
員
冷

蔵
部
門
長
﹀

　
︻
札
幌
︼
札
幌
市
中
央
卸

売
市
場
の
水
産
卸

丸
水
札

幌
中
央
水
産
㈱
︵
竹
田
剛
社

長
︶
は

日

２
０
２
４
年

３
月
期
決
算
を
発
表
し
た


養
殖
サ
ケ
・
マ
ス
の
相
場
下

落
や
中
国
の
日
本
産
水
産
物

輸
入
停
止
措
置
の
影
響
に
よ

る
ホ
タ
テ
の
価
格
低
下
の
影

響
な
ど
か
ら
減
収
と
な

た

も
の
の

在
庫
の
回
転
率
向

上
な
ど
に
よ
り
利
益
率
は
上

が
り

減
収
増
益
で
着
地


経
常
損
益
は
８
期
連
続
の
黒

字
と
な

た


　
取
扱
数
量
は
前
年
同
期
比

８
％
減
の
４
万
９
９
９
３



売
上
高
は

％
減
の
４

５
３
億
１
７
０
０
万
円
だ


た

部
門
別
で
は
鮮
魚
が
３

％
減
の
１
５
８
億
円

冷
凍

が

％
減
の
１
７
７
億
円


塩
干
が
３
％
増
の
１
１
８
億

円


　
ギ
ン
ザ
ケ
や
ト
ラ
ウ
ト
な

ど
養
殖
サ
ケ
・
マ
ス
は

前

年
度
か
ら
続
く
相
場
下
落
を

受
け
て
減
収

冷
凍
ホ
タ
テ

も
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理

水
︵
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
︶
海

洋
放
出
を
受
け
た
中
国
の
禁

輸
の
影
響
で
扱
い
数
量

金

額
と
も
に
減
少
し
た

不
漁

と
な

た
道
産
秋
サ
ケ
も
前

年
を
下
回
る
扱
い
と
な


た


　
た
だ

養
殖
サ
ケ
・
マ
ス

は
前
年
同
期
に
比
べ
損
失
が

軽
減

受
託
品
売
り
上
げ
の

増
加
や

エ
ネ
ル
ギ

コ
ス

ト
高
騰
の
影
響
の
一
服

適

正
在
庫
を
意
識
し
た
在
庫
回

転
率
の
向
上
に
よ
る
保
管
料

の
削
減
な
ど
か
ら

利
益
面

は
好
転
し

営
業
利
益
は


％
増
の
１
億
７
２
０
０
万
円

と
増
加

経
常
利
益
は
２
％

増
の
１
億
６
９
０
０
万
円


税
引
き
後
の
当
期
純
利
益
は


％
増
の
１
億
５
７
０
０
万

円
と
な

た

期
末
の
自
己

資
本
比
率
は

・
０
％
︵
前

期

・
１
％
︶

流
動
比
率

は
１
４
４
・
６
％
︵
１
４
２

・
７
％
︶


　

年
３
月
期
の
計
画
は
売

上
高
４
７
６
億
２
２
０
０
万

円

営
業
利
益
２
億
５
３
０

０
万
円

経
常
利
益
２
億
２

７
０
０
万
円

当
期
純
利
益

１
億
５
７
０
０
万
円


　
竹
田
社
長
は
近
年
道
内
で

増
え
る
ブ
リ
や
イ
ワ
シ

フ

グ
や

道
外
を
含
め
た
養
殖

物
の
扱
い
を
強
化
す
る
な
ど

し

﹁
取
扱
数
量
を
落
と
さ

な
い
よ
う
に
し
た
い
﹂
と
表

明

﹁
在
庫
の
適
正
化
に
向

け
た
回
転
率
向
上
に
も
引
き

続
き
取
り
組
み

利
益
を
確

保
し
て
い
く
﹂
と
述
べ
た


　
親
会
社
の
マ
ル
ス
イ
ホ


ル
デ

ン
グ
ス
㈱
の

年
３

月
期
は

グ
ル

プ
会
社
へ

の
経
営
指
導
に
伴
う
収
益
や

配
当
金
な
ど
に
よ
り

経
常

利
益
１
億
２
９
０
０
万
円
を

計
上
し
た

グ
ル

プ

社

は
全
社
最
終
黒
字
で

単
純

合
算
の
合
計
売
上
高
は
７
３

５
億
円
だ

た


記
者
会
見
す
る

土
屋
会
長

一
番
星
で
は
解
凍
と
食
べ
方
を
取
材
・
撮
影
し
た

　
日
か
つ
漁
協
︵
香
川
謙
二

組
合
長
︶
は
冷
凍
ミ
ナ
ミ
マ

グ
ロ
の
消
費
拡
大
に
向
け
た

情
報
を

多
言
語
で
発
信
す

る
動
画
を
作
成
し
て
い
る


ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
特
有
の
味
の

特
徴
を
伝
え
る
と
と
も
に


﹁
ど
こ
で
買
え
る
か
﹂
﹁
ど

こ
で
食
べ
ら
れ
る
か
﹂
な
ど

の
情
報
も
加
味
す
る

第
１

弾
を
今
月
末
に

動
画
投
稿

サ
イ
ト
・
ユ

チ


ブ
で

公
開
す
る
予
定
だ


　
ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
は
特
に
脂

身
と
酢
飯
の
相
性
が
よ
い
た

め

高
級
寿
司
店
で
の
引
き

合
い
が
強
く

ク
ロ
マ
グ
ロ

よ
り
も
高
値
で
取
引
さ
れ
て

い
た

だ
が
大
規
模
な
漁
獲

規
制
に
よ
り

専
門
の
仲
卸

業
者
が
廃
業
に
追
い
込
ま
れ

マ

ケ

ト
は
縮
小

ほ
か

の
マ
グ
ロ
類
と
は
異
な
る


複
雑
な
腹
骨
を
処
理
で
き
る

職
人
も
減

て
し
ま

た


　
ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
ク
ロ

マ
グ
ロ
や

価
格
で
勝
負
で

き
る
メ
バ
チ
・
キ
ハ
ダ
と
も

異
な
る
魅
力
を
動
画
で
発
信

す
る
こ
と
に
よ
り

認
知
度

の
再
興
を
目
指
す

動
画
は

日
本
語
の
ほ
か
英
語

中
国

語

ア
ラ
ビ
ア
語
も
駆
使
す

る

国
内
外
に
日
本
産
ミ
ナ

ミ
マ
グ
ロ
の
正
し
い
情
報
を

知

て
も
ら
い

販
売
チ


ン
ネ
ル
を
増
や
す
考
え
だ


　
一
度
は
流
通
量
が
減

た

ミ
ナ
ミ
マ
グ
ロ
だ
が

資
源

回
復
を
果
た
し
た
現
在
は
規

制
を
導
入
し
た
以
前
よ
り
も

漁
獲
枠
を
増
や
し
て
い
る


一
方
で
昨
年
度
の
魚
価
は
大

幅
に
下
が

て
し
ま
い

高

騰
す
る
燃
油
代
な
ど
コ
ス
ト

上
昇
分
を
吸
収
で
き
ず

漁

業
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る


　
撮
影
・
編
集
は
日
か
つ
漁

協
が
新
規
就
業
者
募
集
で
成

果
を
上
げ
て
い
る

動
画
作

成
チ

ム
が
担
当
し
て
い

る

東
京
・
豊
洲
市
場
か
ら

の
出
荷
風
景
や

ミ
ナ
ミ
マ

グ
ロ
を
扱
う
魚
介
専
門
店
・

飲
食
店
な
ど
で
収
録
を
行


た

冷
凍
マ
グ
ロ
の
解
凍
法

で
差
別
化
を
図
る

㈱
一
番

星
の

川
航
社
長
は
﹁
最
も

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
て


皆
を
ハ

ピ

に
さ
せ
て
く

れ
る
マ
グ
ロ
﹂
と
評
価
し
て

い
た


　
︻
水
戸
︼
茨
城
県
水
産
加

工
連
︵

木
安
四
郎
会
長
︶

は

日

水
戸
市
の
水
戸
京

成
ホ
テ
ル
で
２
０
２
４
年
度

通
常
総
会
を
開
い
た


　

年
度
の
事
業
計
画
は


前
年
度
に
引
き
続
い
て

原

料
魚
の
系
統
購
買
事
業
の
推

進
や
漁
業
経
営
等
安
定
水
産

物
供
給
平
準
化
事
業
の
推

進

水
産
加
工
業
対
策
資
金

の
活
用

水
産
加
工
品
の
消

費
拡
大
・
安
全
性
の
周
知
対

策
の
推
進
な
ど
を
行
う

そ

の
ほ
か

指
導
事
業
と
し
て

水
産
加
工
青
壮
年
部
に
対
す

る
事
業
活
動
の
支
援
や
各
種

研
修
会
の
開
催
な
ど
に
取
り

組
む


　

木
会
長
は
﹁
水
産
加
工

業
を
取
り
巻
く
環
境
は

国

内
原
料
の
減
少
や
輸
入
原
料

価
格
の
高
騰
な
ど
加
工
原
料

魚
の
確
保
が
経
営
状
況
に
直

結
す
る
課
題
と
な

て
い

る

加
え
て
多
核
種
除
去
設

備
等
処
理
水
︵
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処

理
水
︶
の
海
洋
放
出
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
が


会
員
は
消
費
者
に
安
全
な
商

品
を
届
け
て
い
く
と
い
う
意

識
を
も

て
製
品
化
を
進
め

て
い
く
努
力
が
必
要

水
産

加
工
業
の
振
興
と
組
織
の
強

化
に
努
め
て
い
き
た
い
﹂
な

ど
と
述
べ
た


　
来
賓
あ
い
さ
つ
を
行

た

川
野
辺
誠
茨
城
県
農
林
水
産

部
次
長
兼
漁
政
課
長
は
﹁
先

日
公
表
さ
れ
た
漁
獲
統
計
速

報
で
は
本
県
漁
獲
量
は

万

９
０
０
０

と
長
崎
に
抜
か

れ
て
全
国
第
３
位
と
な


た

サ
バ
は
半
減
し

イ
ワ

シ
も
減
少
し
て
い
る

輸
入

原
料
に
お
い
て
は
為
替
の
影

響
を
受
け
て
い
る
と
思
う

が

県
と
し
て
は
原
料
調
達

に
必
要
な
加
工
原
料
魚
の
買

い
付
け
資
金
の
融
資
や
輸
出

拡
大
の
サ
ポ

ト
な
ど
を
行


て
い
る

ま
た
県
で
は
養

殖
産
業
の
創
出
や
シ
ラ
ス
の

ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど

さ
ま
ざ

ま
な
施
策
も
進
め
て
い
る
﹂

と
述
べ
た


　
︻
水
戸
︼
茨
城
県
水
産
物

開
発
普
及
協
会
︵

木
安
四

郎
会
長
︶は
同
日
２
０
２
４

年
度
通
常
総
会
を
開
い
た


　

年
度
の
事
業
計
画
は


前
年
度
に
引
き
続
い
て
水
産

加
工
優
良
産
品
の
開
発

水

産
物
消
費
拡
大
・
安
全
性
の

周
知
対
策
事
業
と
し
て
各
種

イ
ベ
ン
ト
で
の
展
示
即
売
会

に
よ
る
魚
食
普
及
や
水
産
製

品
品
評
会
の
開
催
を
予
定
す

る


　

年
度
の
事
業
で
は
水
産

加
工
品
優
良
産
品
の
開
発
普

及
と
し
て
選
定
委
員
会
の
開

催
や
水
産
加
工
優
良
推
奨
品

の
認
証
を
行
い

１
０
６
件

と
な

た


　
ま
た
水
産
製
品
品
評
会
の

開
催

水
産
物
消
費
拡
大
対

策
事
業
と
し
て
水
産
加
工
品

展
示
・
即
売
フ

ア

ホ


ム
ペ

ジ
の
更
新
な
ど
を
行


た


　
︻
和
歌
山
︼
Ｊ
Ｆ
和
歌
山

漁
連
︵
木
下

雄
会
長
︶
は

こ
の
ほ
ど
和
歌
山
市
の
水
産

会
館
で
通
常
総
会
を
開
催


事
業
報
告

事
業
計
画
な
ど

を
い
ず
れ
も
承
認
し
た


　
２
０
２
３
年
度
は

勝
浦

市
場
事
業
は
近
海
の
漁
場
形

成
が
回
復
し
マ
グ
ロ
船
の
入

港
延
べ
隻
数
は
前
年
よ
り
増

加

取
扱
量
も
前
年
を
大
き

く
上
回

た

取
扱
高
は
長

く
続
い
た
市
場
価
格
の
高
値

が
一
段
落
し
た
こ
と
で
前
年

よ
り
減
少
し
た


　
ま
た

国
際
情
勢
の
変
化

に
伴
う
原
油
や
飼
料
原
料
の

価
格
高
騰
な
ど

厳
し
い
経

済
環
境
が
続
く
中

販
・
購

買
事
業
を
推
進

指
導
事
業

で
は

浜
の
活
力
再
生
プ
ラ

ン
の
実
践
に
取
り
組
み

将

来
に
わ
た
る
担
い
手
の
育

成
水
産
物
消
費
拡
大
な
ど


諸
課
題
に
対
応
し
て
き
た


　
こ
の
結
果

事
業
取
扱
高

は
前
年
度
よ
り
４
億
３
１
４

５
万
円
減
少
し
て

億
７
９

１
５
万
円
と
な

た

事
業

管
理
費
な
ど
経
費
節
減
も
あ

り
６
１
１
０
万
円
を
剰
余
金

と
し
た


　

年
度
は

前
年
度
に
引

き
続
き
﹁
経
営
基
盤
強
化
支

援
事
業
﹂の
適
用
を
受
け
て


将
来
に
わ
た
る
同
県
漁
協
組

織
の
指
針
と
な
る
﹁
和
歌
山

県
県
域
ビ
ジ

ン
基
本
方

針
﹂
を
抜
本
的
に
見
直
し


県
域
系
統
組
織
再
編
に
取
り

組
む

さ
ら
に
県
域
の
流
通

・
販
売
力
強
化
と

構
造
改

革
に
向
け

引
き
続
き
浜
プ

ラ
ン
・
広
域
浜
プ
ラ
ン
を
主

体
に
地
域
活
性
化
に
も
参
画

し
て
い
く


　
指
導
事
業
で
は

漁
業
の

成
長
産
業
化
に
向
け
て

資

源
の
維
持
・
回
復
と
将
来
を

見
据
え
た
漁
業
再
生
の
た

め

漁
業
者
の
理
解
を
得
な

が
ら
取
り
組
み
を
実
践

担

い
手
の
育
成
な
ど
で
地
域
の

活
性
化
を
図
る
な
ど
漁
協


漁
業
の
経
営
安
定
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く


　
会
見
で
坂
本
会
長
は

現

在
の
急
激
な
海
洋
環
境
変
化

に
つ
い
て
﹁
漁
場
環
境
の
機

能
が
大
き
く
後
退
し

資
源

も
海
洋
環
境
も
同
時
に
回
復

さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
強

化
が
必
要
﹂
と
指
摘

一
方

で
﹁
日
本
の
漁
業
の
ポ
テ
ン

シ

ル
﹂
も
唱
え
な
が
ら


﹁
世
界
に
誇
る
日
本
の
魚
食

文
化
を
し

か
り
次
世
代
に

つ
な
げ

国
産
水
産
物
の
安

定
供
給
を
続
け
る
た
め
に

も
こ
れ
か
ら
の
漁
業
者
は


魚
を
獲
る
こ
と

ま
た
は
養

殖
で
魚
を
育
て
る
こ
と
だ
け

で
な
く

日
本
の
魚
の
価
値

を
日
本
の
国
民

ま
た
海
外

の
人
た
ち
に
し

か
り
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
﹂
と
述
べ
た

多
核
種
除

去
設
備
等
処
理
水
︵
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
︶
に
つ
い
て
は


﹁
海
洋
放
出
後
も

日
本
の

消
費
者
や
多
く
の
海
外
の
国

が
冷
静
な
対
応
を
行
い

日

本
国
内
で
は
逆
に
日
本
の
水

産
物
の
応
援
消
費
も
出
た


あ
り
が
た
い
﹂
と
し
た
う
え

で

続
く
中
国
の
禁
輸
措
置

な
ど
に
つ
い
て
は

﹁
わ
れ

わ
れ
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
問
題

国
が
し

か
り
対

応
し
て
も
ら
い
た
い
﹂
と
国

に
早
期
の
禁
輸
解
除
の
実
現

を
求
め
た

能
登
半
島
地
震

に
つ
い
て
は

今
後
も
し


か
り
支
援
を
継
続
し
て
い
く

と
し
た


　
新
・
中
期
経
営
計
画
︵
２

０
２
４


年
︶
は
内
田
珠

一
専
務
が
４
つ
の
柱
に
つ
い

て
説
明

﹁
沿
岸
漁
業
の
持

続
可
能
な
成
長
展
開
﹂で
は


海
洋
環
境
の
激
変
に
対
し


藻
場
・
干
潟
の
保
全
や
漁
場

改
善
対
策
な
ど

海
洋
環
境

回
復
の
取
り
組
み
を
進
め
な

が
ら

海
洋
環
境
回
復
型
の

漁
業
を
推
進
し
て
い
く
方
針

を
強
調

﹁
漁
村
活
性
化
と

持
続
的
な
環
境
・
社
会
へ
の

貢
献
﹂
で
は

急
務
な
漁
業

産
出
額
の
増
加
に
向
け

付

加
価
値
を
上
げ
る
取
り
組
み

や
異
業
種
連
携

海
業
な
ど

の
取
り
組
み
を
し

か
り
進

め
る
と
し
た

﹁
総
合
事
業

体
と
し
て
の
役
割
の
発
揮
と

機
能
強
化
﹂
に
つ
い
て
は


指
導
部
門
と
経
済
部
門
の
シ

ナ
ジ

効
果
発
揮
を
目
指

し

ブ
ル

カ

ボ
ン
や
洋

上
風
力
発
電
と
の
共
生
な
ど

新
し
い
事
業
分
野
を
展
開
す

る
こ
と
も
盛
り
込
ん
だ


﹁
役
割
発
揮
を
担
う
体
制
・

基
盤
の
改
革
・
改
善
﹂
で
は

人
員
体
制
の
見
直
し
や
経
営

資
源
の
再
配
分
や
人
材
育
成

を
行
い

労
働
生
産
性
の
高

い
職
場
の
実
現
を
図
る
と
し

た


　
な
お

坂
本
会
長
は

海

外
へ
の
日
本
産
水
産
物
の
価

値
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
﹁
イ
ン
フ

ル
エ
ン
サ

な
ど
に
も
協
力

し
て
も
ら
い

日
本
の
魚
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
も
や


て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い

る
﹂
と
し

三
浦
秀
樹
常
務

も
﹁
産
地
市
場
を
中
心
と
し

た
鮮
魚
流
通
シ
ス
テ
ム
は
世

界
で
類
を
み
な
い
シ
ス
テ

ム

こ
う
し
た
も
の
も

も


と
海
外
に
ア
ピ

ル
し
た

い
﹂
と
述
べ
た

さ
ら
に
三

浦
常
務
は
海
業
に
つ
い
て

﹁
こ
れ
ま
で
の
浜
の
取
り
組

み
を
都
会
型

漁
村
型
な
ど

に
類
型
化
し
て

漁
村
地
域

に
共
有
し
て
い
き
た
い
﹂
な

ど
と
考
え
を
示
し
た


　
︻
千
葉
︼
千
葉
県
水
産
加

工
連
は

日

千
葉
市
の
水

産
会
館
で
通
常
総
会
を
開
催

し

任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で

細
田
一
男
会
長

︵


九
十
九
里
町
水
産
加

工
業
協
同
組
合
組
合
長
︶
お

よ
び
鈴
木
基
進
副
会
長
︵
千

倉
水
産
加
工
開
発
協
同
組
合

理
事
長
︶

清
水
正
夫
専
務

を
そ
れ
ぞ
れ
再
任
し
た


　
２
０
２
３
年
度
は
サ
バ
な

ど
主
要
魚
種
の
水
揚
げ
が
激

減
し
た
た
め

調
整
保
管
事

業
に
関
係
す
る
購
買
事
業
は

３
９
９
万
円
の
計
画
に
対
し

３
３
３
万
円
で
未
達
に
終
わ


た

学
校
給
食
な
ど
を
主

な
取
引
先
と
す
る
販
売
事
業

は
廉
価
品
と
競
合
し
苦
戦
し

た
が

加
工
原
料
販
売
の
善

戦
で
１
０
６
９
万
円
を
確

保

計
画
の
１
１
２
０
万
円

に
は
届
か
な
か

た
が

前

年
度
比
６
％
増
と
な

た


　
そ
の
結
果


年
度
の
事

業
総
利
益
は
１
７
９
１
万
円

と
な
り

経
常
利
益
は
１
８

４
万
円
の
計
画
に
対
し
５
３

１
万
円
を
確
保

５
４
０
万

円
の
当
期
剰
余
金
を
計
上
し

て
黒
字
決
算
と
し
た


　
た
だ
し
今
年
度
は

春
の

マ
イ
ワ
シ
漁
が
前
年
を
下
回

る
数
量
で
あ
り

魚
体
も
時

期
に
よ

て
は
小
型
が
主
体

と
な

た

サ
バ
の
不
漁
も

続
い
て
お
り

浜
値
が
高
騰

し
て
い
る

電
気
代
の
値
上

げ
な
ど
製
造
コ
ス
ト
の
増
大

を
商
品
価
格
に
反
映
で
き
な

い
な
ど

加
工
業
は
厳
し
い

経
営
環
境
が
続
く


　
そ
の
た
め

年
度
は

購

買
事
業
の
減
少
が
想
定
さ
れ

る
も
の
の

販
売
事
業
の
目

標
設
定
を
高
め
る
こ
と
で
経

常
利
益
２
７
６
万
円

当
期

剰
余
金
２
５
８
万
円
の
達
成

を
計
画
し
て
い
る


　
日
本
生
協
連
︵
土
屋
敏
夫

会
長
︶
は

日

東
京
・
渋

谷
区
の
渋
谷
ソ
ラ
ス
タ
コ
ン

フ

レ
ン
ス
で
記
者
会
見
を

開
き

２
０
２
３
年
度
の
業

績
お
よ
び

年
度
の
方
針
に

つ
い
て
発
表
し
た

全
国
１

１
７
主
要
地
域
生
協
の

年

度
供
給
高
︵
売
上
高
︶
は
３

兆
１
２
３
億
円
︵
前
年
度
比

１
０
０
・
７
％
︶
で

宅
配

・
店
舗
事
業
と
も
に
前
年
を

上
回

た


　
藤
井
喜
継
事
業
担
当
専
務

は
宅
配
事
業
に
つ
い
て

供

給
高
は
２
兆
９
２
６
億
円

︵
１
０
０
・
１

％
︶
と
前
年
並

み
で

物
価
高

騰
の
影
響
に
よ

り
客
単
価
は
１

０
３
・
０
％
と
上
昇
し
た
が


利
用
人
数
は

・
４
％

利

用
点
数
は

・
２
％
と
低
下

し
た
と
報
告


　
﹁
利
用
人
数
の
減
少
や
現

場
の
人
手
不
足

営
業
力
の

低
下
を
問
題
視
し
て
い
る
﹂

と
し

業
務
の
標
準
化
や
配

達
の
効
率
化
な
ど
の
改
革
を

推
進
し

組
合
員
の
利
便
性

向
上
を
目
指
し
た
柔
軟
な
注

文
シ
ス
テ
ム
や

キ


シ


レ
ス
の
導
入
な
ど
の
取
り

組
み
を
行

て
い
る
と
説
明

し
た


　
店
舗
事
業
の

年
度
供
給

高
は
１
０
３
・
０
％
の
９
４

２
９
億
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
５
類
移
行
や
新
店

お
よ
び
既
存
店
の
改
装
な
ど

の
影
響
で
来
店
客
数
が
伸
長

し

点
単
価
上
昇
に
よ
り
利

用
単
価
が
増
加
し
た

食
料

品
全
般
の
価
格
高
騰
に
よ

り

利
用
点
数
は

・
６
％

と
低
下
し
た


　

年
度
の
商
品
事
業
の
方

針
に
つ
い
て
は

組
合
員
の

﹁
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
を
応
援
﹂

す
る
商
品
の
開
発
・
育
成
を

目
指
す
と
発
表

価
格
訴
求

の
ほ
か

環
境
な
ど
に
配
慮

し
た
﹁
エ
シ
カ
ル
消
費
﹂
の

対
応
商
品
も
引
き
続
き
拡
大

す
る
方
針
を
示
し
た


　
嶋
田
裕
之
統
括
専
務
は


能
登
半
島
地
震
へ
の
対
応
に

つ
い
て

１
月

日

４
月

５
日
に

全
国

生
協
か
ら

３
０
０
人
以
上
の
生
協
職
員

が
現
地
で
コ

プ
い
し
か
わ

︵
石
川
・
白
山
市
︶
の
事
業

の
復
旧
と
継
続
に
向
け
た
支

援
を
実
施
し
た
と
報
告

物

流
セ
ン
タ

の
商
品
整
理
や

組
合
員
の
安
否
確
認
な
ど
に

取
り
組
ん
だ


　
全
国
の
生
協
に
呼
び
掛
け

た
支
援
募
金
に
は

億
円
以

上
が
集
ま

た


　
土
屋
会
長
は
﹁
コ
ス
ト
上

昇
や
物
流
問
題
を
は
じ
め
と

す
る
深
刻
な
人
手
不
足
に
直

面
し
て
い
る
が

今
後
も
地

域
の
諸
団
体
と
と
も
に
さ
ま

ざ
ま
な
助
け
合
い
の
活
動
を

実
施
し
て
い
き
た
い
﹂
と
話

し
た



